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ドローン、ＩｏＴ技術が変える 
２０２０年日本の災害対応 



救急病院に電話をかけ続ける 

iPadで即座に情報を確認 

BEFORE 

AFTER 
教科書掲載（小学5年生・社会科）  

９９さがネット 
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各医療機関の救急受入可能科目と 
搬送実績を現場で確認して搬送先選定 

救急搬送患者数は年々増加するなか、 
ＩＣＴ技術の活用で、救急搬送時間を

１分短縮！（34.3分→33.3分） 

救急搬送の情報革命（佐賀県） 



（患者側との情報共有） 
患者の病歴や投薬情報を救急 
搬送時に活用！ 
 〇氏名、緊急連絡先 
 〇アレルギー情報 
 〇血液型 
 〇既往歴 
 〇投薬情報 
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医療情報と大病の予測モデル 

（ウェアラブル端末活用） 
身体の状態を常時記録。 

救急搬送時にデータを閲覧して役立てたり、 
将来的には疾患の予測も可能に！ 

＋患者の主訴情報 
（問診情報） 
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ドローンで命を救うプロジェクト始動。 
一般社団法人ＥＤＡＣを設立！ 

 ドローンで空から命を救う 



採択者 一般社団法人 救急医療・災害対応無人機等自動支援システム推進協議会 
（略称：ＥＤＡＣ） 

対象分野 ア．都市 ウ．通信 オ．医療 

実施地域 福岡県福岡市九州大学伊都キャンパス周辺 

事業概要 本事業は、救命の連鎖の補完や情報の迅速な分析と共有による救急・救助活動の効率化、救急救命・災
害対応における消防力の最適化を実現し、市民サービスの向上や行政運営の効率化に資するべく、九大
COIが福岡市で推進する都市OSや、オープンデータ、G空間情報等の社会基盤を前提として、各種ウェアラ
ブルデバイスやスマートフォンアプリ、119通報等による受動的情報収集と、各種無人機による能動的情報
収集やフィードバックを半自律的に統合するシステム（ヘカトンケイルシステム）のリファレンスモデルを構築し、
特区制度を活用した実証実験を通じてその普及に当たって克服すべき課題や要件を整理することを目的と
する。  

実証期間終
了後の予定 

会員企業の会費や基金等によって運営し、普及展開に向けたロードマップを実行する。 

ウェアラブルデバイス 
スマートフォン・電話 

G空間情報 

都市OS 
九大
COI 

EDAC 
フィードバック 

都市情報取得 

フィードバック 

EMIS 

消防機関 

福岡市 

現場特定・現場上空映像等 

半自動操作 
・先行偵察活動 

・現場上空映像の撮影 

医療機関 

覚知 

連
携

 

連
携

 

連携 

実証フィールド 九大COIおよび福岡市 

オープン
データ ISI

T 

ゼンリン 

魔法の大鍋等 

ヘカトンケイルシステムが、救命の連鎖の補
完や救急救命・災害対応における消防力
の最適化を実現。 
 
▶普及にあたって克服すべき課題 
 ・救急医療・災害対応におけるIoT(無人機や各種 
  データ)の有用性確認 
 ・夜間および視界外、プロポ電波到達範囲外での 
  UAV運用 
 ・風雨等の様々な気象条件下でのUAV運用 
 ・パーソナルデータ等の安全な利活用 
 ・無人機運用におけるハッキングや端末の物理的 
  制圧への対処 
 ・無人機運用における事故予防と事故被害の極小化 
 ・コストモデルの試算やガイドブックの作成 

救急医療・災害対応におけるIoT利活用モデル実証事業（総務省） 



6 

 ＩｏＴで命を救う実証モデル 
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熊本地震の現場での教訓 

平時にやっていないことは 
非常時にはもっとできない。  
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①被災家屋のリアルタイム動画中継 

②無線機・医薬品等の搬送 

③リードロープの対岸への輸送 

災害協定に基づき県内企業と訓練を実施 



お問い合わせ先 

   佐賀県 政策部 政策課 
   円城寺 雄介 
     ＴＥＬ：０９５２－２５－７５４１ 
     ＦＡＸ：０９５２－２５－７２６３ 
    E-mail：enjiyouji-yuusuke@pref.saga.lg.jp 


